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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

総
　
務
　
部

①
新
年
懇
親
会

◆
１
月
10
日

　

参
加
者　

63
名

　

場　

所　

エ
ル
シ
ィ

②
次
期
連
合
会
長
選
挙

◆
２
月
８
日　

常
任
理
事
会

　

当
選
者　

鈴
木　

長
一

③
無
縁
仏
回
向

◆
３
月
21
日　

万
願
寺（
市
内
緑
町
）

広
　
報
　
部

①
会
報
１
６
２
号
発
行

　

11
月
10
日

　

◎
元
気
な
ク
ラ
ブ
特
集

②
創
立
60
周
年
記
念
誌
発
行

　

２
月
吉
日

③
会
報
１
６
３
号
発
行

　

３
月
15
日

　

◎
文
芸
作
品
特
集

研
　
修
　
部

①
日
帰
り
研
修
旅
行

◆
10
月
18
日

　

�

旅
行
先　

静
岡
市
歴
史
博
物
館
や

徳
川
慶
喜
旧
居
雨
浮
月
楼
他

　

参
加
者　

76
名
（
バ
ス
２
台
）

②
理
事
研
修
（
一
泊
）

◆
２
月
18
日
～
19
日

　

山
梨
県
方
面

　

参
加
者　

26
名

生
き
が
い
活
動
部

◆
9
月
12
日

　
　

趣
味
の
作
品
展
：
手
芸
教
室

健
康
増
進
部

◆
９
月
16
日

　

◎
輪
投
げ
大
会

　

参　

加　

34
チ
ー
ム

◆
10
月
28
日

　

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
者　

３
５
８
名

◆
11
月
18
日
（
雨
天
中
止
）

　

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
域
貢
献
活
動
部

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金

◆
９
月
30
日

　

八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
（
共
同
募
金
八
王
子
地
区
協
力
会
）

　

82
千
円
を
預
託

②
歳
末
助
け
合
い
募
金

◆
１
月
12
日

　

八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

４
１
０
千
円
を
預
託

③
令
和
４
年
度
歳
末
助
け
合
い
募
金

◆
11
月
17
日

　

�

八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

感
謝
状
を
授
与

女
　
性
　
部

①
日
帰
り
研
修
旅
行

◆
12
月
５
日

　

宇
都
宮
～
益
子
な
ど

②
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
他
の
寄
贈

◆
２
月
29
日　
八
社
協
と
武
蔵
野
会
へ

同
　
好
　
会

①
ゴ
ル
フ
同
好
会
大
会

◆
11
月
８
日　

Ｇ
Ｍ
Ｇ
八
王
子
ゴ
ル
フ
場

　

参
加
者　

36
名

②
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
大
会

◆
12
月
７
日　

学
園
セ
ン
タ
ー

　

申　

込　

69
名 

令 

和 

5 

年 

度  

下 

期 

活 

動 

報 

告
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

　

俳　

句

◆
第
２
支
部
◆

町
角
を
踏
み
し
め
歩
く
冬
の
朝

	

平
岡
い
き
い
き
ク
ラ
ブ　

�

小
林　
　

晃

秋
雨
に
浮
か
れ
て
通
う
初
講
座

	

小
門
町
友
愛
会　

�

金
井
ツ
ル
子

散
歩
み
ち
骨
を
鍛
え
た
後
ろ
向
き

	

登
喜
和
会　

�
清
水　
　

努

◆
第
４
支
部
◆

阿
弥
陀
仏
こ
こ
ろ
あ
ら
わ
る
小
春
の
日

	

三
楽
会　

�

野
口　

住
江

笑
み
あ
ふ
る
コ
ロ
ナ
終
焉
夏
木
立

	

三
楽
会　

�

野
口　

政
彦

山
な
み
は
紫
け
む
る
初
日
か
な

	

新
町
長
寿
会　

�

浅
野　

勝
久

初
霜
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
笑
顔
わ
き

	

新
町
長
寿
会　

�

浅
野　

一
子

◆
第
７
支
部
◆

初
景
色
雲
一ひ
と
は
け刷

も
松
お
さ
め

	

台
町
四
丁
目
相
生
会　

�

田
中　

亘
代

若
冲
の
鶏と

さ
か冠
の
赤
や
初
茜

	

台
町
四
丁
目
相
生
会　

�

田
中　

恭
男

庭
さ
き
の
小
さ
な
畑
雪
化
粧

	

台
町
四
丁
目
相
生
会　

�

峰
尾　

仁
子

揺
れ
合お

う
て
軒
を
追
い
越
す
凌の
う
ぜ
ん
か

霄
花

	

台
町
ふ
た
み
会　

�

石
場　

綾
子

人
生
の
夕
暮
近
し
秋
の
空

	

台
町
ふ
た
み
会　

�

佐
藤　

光
直

堀
に
咲
く
デ
ウ
ン
サ
ル
ビ
ア
波
の
様

	

台
町
ふ
た
み
会　

�

佐
藤　
　

繁

紅
葉
無
く
笑
顔
の
な
し
や
ク
ラ
ス
会

	

台
町
ふ
た
み
会　

�

渡
部
多
見
子

笑
み
う
か
ぶ
お
皿
の
上
の
衣
被

	

台
町
ふ
た
み
会　

�

栃
澤　

俊
子

此
の
地ほ

し球
に
異
な
き
日
々
を
初
み
そ
ら

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会　

�

加
藤　

歌
江

ガ
ザ
の
子
ら
今
ど
う
し
て
る
だ
ろ
暮
れ
の
空

	

台
町
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会　

�

大
日
向　

宏

◆
第
８
支
部
◆

狭せ
ば
に
わ庭
の
塀
に
衣
の
蔦
紅
葉

	

中
野
西
三
青
葉
会　

�

三
堀
つ
や
子

◆
第
９
支
部
◆

梅う

の
香か

に
思
い
お
こ
せ
し
雛
の
顔

	
石
川
友
和
会　

�

長
谷
川
京
子

新
春
の
団
欒
奪
う
自
然
災

	

石
川
友
和
会　

�

佐
藤　

清
子

野
牡
丹
の
紫
陽
に
映は
え
ば
え映

し

	

石
川
友
和
会　

�

井
田　

利
行

昇
竜
の
雲
な
き
空
に
初
日
の
出

	

大
和
田
第
二
楽
友
会　

�

元
井　
　

弘

◆
第
11
南
支
部
◆

一
品
は
秋さ

ん

ま

刀
魚
を
焼
い
て
夕
飼
か
な

	

上
館
む
つ
み
会　

�

森
本
た
み
子

新
年
も
皆
で
楽
し
む
菊
花
展

	

榛
名
福
寿
会　

�
岩
下　
　

勇

文
芸
特
集

文
芸
特
集
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

晩
年
の
永
き
日
に
を
り
鳩
時
計

	

狭
間
福
楽
会　

�

赤
嶺
百
合
子

大
掃
除
ガ
ラ
ス
磨
き
て
庭
を
見
ゆ

	
め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会　

�

長
谷
川　

誠

そ
ば
手
繰
る
前
に
酒さ

酒さ

あ
り
冬
日
和

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会　

�

小
林
喜
久
雄

大
谷
の
契
約
金
や
天
高
し

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会　

�

五
十
野　

惇

主
な
き
荒
れ
庭
の
隅
柿
た
わ
わ

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

安
藤
芙
紗
子

し
ば
ら
く
は
主
役
譲
ら
ぬ
シ
ク
ラ
メ
ン

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

田　

美
枝
子

朝
日
受
け
梢
の
新
芽
輝
け
り

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�
浜
野　

尚
代

老
の
眉
白
き
淑
気
は
切
ら
ず
置
く

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

石
倉　

重
治

初
釜
の
点
前
淑
や
か
孫
娘

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

菊
竹　

サ
ト

雄
心
包
む
湯
豆
腐
の
湯
気
独
り
酒

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

松
原　

清
志

雑
炊
を
囲
み
和
み
の
夜
を
更
か
す

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

山
田　

澄
子

豆
煮
ゆ
る
匂
ひ
厨
の
暮
れ
早
し

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

米
谷　

敬
子

万
両
や
庭
に
余
り
て
誇
ら
し
げ

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

山
本　

正
子

夕
鴉
声
残
し
去
る
枯
野
か
な

	

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会　

�

髙
橋　

次
郎

小
春
日
や
牛
の
匂
ひ
の
長
寿
村

	

め
じ
ろ
台
第
四
む
つ
み
会　

�

太
田　

順
子

◆
第
11
北
支
部
◆

不
機
嫌
な
夫つ
ま

へ
た
っ
ぷ
り
玉
子
酒

	

三
軒
在
家
万
会　

�

金
井　

延
子

防
災
食
お
で
ん
の
カ
ン
ヅ
メ
ま
ず
味
見

	

三
軒
在
家
万
会　

�

伊
藤　
　

完

針
始
め
紅
の
糸
刺
す
小
物
入
れ

	

三
軒
在
家
万
会　

�

岩
波　
　

幸

菜
の
花
や
夕
日
眩
し
い
散
歩
み
ち

	

散
田
東
町
朗
友
会　

�

田
中　

勝
万

秋
深
し
秩
父
路
走
る
バ
ス
の
旅

	

散
田
東
町
朗
友
会　

�

小
林
む
ら
子

穏
や
か
な
海
に
寄
り
添
ふ
蜜
柑
山

	

散
田
東
町
朗
友
会　

�

内
田　

和
子

年
あ
ら
た
山
よ
り
出
ず
る
水
の
音

	

中
散
田
寿
康
会　

�

太
田　

正
子

３
０
０
個
美
事
に
咲
き
し
山
つ
ゝ
じ

	

中
散
田
寿
康
会　

�

田
中
え
い
子

初
も
う
で
日
陰
の
列
も
え
び
す
顔

	
中
散
田
寿
康
会　

�

渡
邉
美
佐
緒

山
な
み
に
色
と
り
ど
り
に
冬
け
し
き

	
中
散
田
寿
康
会　

�

久
秋　

初
子

あ
ざ
や
か
な
南
天
の
実
を
つ
ぼ
に
さ
す

	

中
散
田
寿
康
会　

�

松
岡　

菊
江

大
津
波
能
登
半
島
に
春
を
待
つ

	

中
散
田
寿
康
会　

�

設
楽　

正
年

◆
第
13
支
部
◆

日
め
く
り
を
破
り
て
初
日
拝
み
け
り

	

美
山
町
寿
会　

�

陣
内　

由
晴

籠
る
日
の
続
き
て
い
と
ど
春
寒
し

	

唐
松
明
生
会　

�
宍
戸　

睦
子
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

初
日
の
出
親
に
感
謝
の
米
寿
か
な

	
唐
松
明
生
会　

�

稲
田　

知
司

初
場
所
の
化
粧
ま
わ
し
も
地
元
愛

	

唐
松
明
生
会　

�

小
山　
　

茂

元
旦
や
能
登
の
地
震
に
お
ど
ろ
き
ぬ

	

唐
松
明
生
会　

�

藤
本　

洋
子

ス
ト
レ
ッ
チ
湿
布
忘
る
や
冬
の
夜

	

楢
原
東
部
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

金
子　

春
江

◆
第
14
支
部
◆

雪
積
り
花
に
雪
ボ
ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

酒
井　

ト
ミ

大
寒
に
そ
っ
と
芽
出
す
水
仙
の
芽

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�
髙
野　

幸
雄

時
々
は
生
き
て
る
証
落
葉
掻
く

	

第
７
若
葉
会　

�

八
木　

裕
子

蝋
梅
や
青
空
背
に
し
貴
賓
舞
う

	

楠
木
ク
ラ
ブ　

�

立
川　

絢
子

太
文
字
で
健
康
と
書
く
初
硯
り

	

楠
木
ク
ラ
ブ　

�

鈴
木　

知
子

流
れ
橋
此
度
も
直
し
春
の
川

	

楠
木
ク
ラ
ブ　

�

田
中　

孚
子

◆
第
16
東
支
部
◆

苔
な
が
ら
手て
う
づ水
に
散
り
ぬ
椿
か
な

	

片
倉
台
む
つ
み
会　

�

森　
　

洋
人

春
陽
な
た
山さ

ざ
ん
か

茶
花
ら
ん
ま
ん
猫
和
む

	

片
倉
台
む
つ
み
会　

�

丸
山　

節
子

す
す
ぎ
た
る
薺

な
ず
な

夕ゆ
う
げ餉

懐な
つ
か
しむ

	

片
倉
台
む
つ
み
会　

�

三
木　

法
子

第
九
聴
く
年
中
行
事
や
大
晦󠄀
日

	

片
倉
台
む
つ
み
会　

�

舟
岡　

正
男

春
告
鳥
訪
れ
近
し
梅
開
く

	

片
倉
台
む
つ
み
会　

�

小
泉　

欣
也

雪
降
る
日
見
渡
た
す
庭
は
白
化
粧

	

長
沼
み
の
り
会　

�

飯
島　

正
一

青
空
に
梅
満
開
の
昼
の
月

	

長
沼
み
の
り
会　

�

東
海
林
文
子

春
霞
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
に
追
い
越
さ
れ

	

絹
一·

フ
レ
ン
ド　

�

染
谷　

正
明

旅
行
か
ば
不こ

ず
か
た

来
方
の
城
鈴
虫
な
く

	

絹
一·

フ
レ
ン
ド　

�

今
井　

敬
子

狭
き
庭
隅
に
寄
り
添
ひ
石つ

蕗わ

の
花

	

第
一
豊
寿
会　

�

村
尾　

紀
子

凩こ
が
ら
しや

押
さ
れ
歩
道
を
渡
り
切
る

	

第
一
豊
寿
会　

�

権
瓶　

敦
子

草
の
芽
や
年
長
園
児
学
び
舎
へ

	

第
二
豊
寿
会　

�

浅
井　

勝
巳

正
月
の
飾
り
い
た
ま
し
地な

い震
の
里

	

第
二
豊
寿
会　

�

岡
野
ま
さ
子

干
支
強
し
辰
に
し
く
な
し
淑
気
た
つ

	
第
二
豊
寿
会　

�

多
田
喜
代
治

◆
第
16
西
支
部
◆

夕
暮
に
浮
び
て
映
え
る
シ
ャ
ガ
の
花

	

上
小
比
企
山
王
会　

�

高
野　

和
子

◆
第
18
支
部

幸
あ
れ
と
今
年
も
託
す
恵
方
巻

	

松
木
福
寿
会�

大
窪　

哲
哉
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

　

短　

歌

◆
第
２
支
部
◆

ま
た
明
日
別
れ
し
友
は
は
や
逝
き
て

語
り
し
日
々
が
や
け
に
恋
し
き

	

平
岡
い
き
い
き
ク
ラ
ブ　

�

小
林　
　

晃

◆
第
３
支
部
◆

リ
ハ
ビ
リ
の
や
わ
き
疲
れ
に
杖
を
据
え

介
護
ベ
ッ
ド
に
巫ふ
ざ
ん山

の
夢
見
る

	

緑
町
西
緑
寿
会　

�

小
柳　

清
治

防
人
の
駒
ら
あ
そ
び
し
小
比
企
の
岡
の

山
際
は
朝
日
夕
日
に
今
も
輝
く

	

緑
町
西
緑
寿
会　

�
斎
藤　

庸
子

◆
第
７
支
部
◆

能
登
悲
惨
彼
の
地
の
空
を
想
ひ
つ
つ

陽
差
し
の
中な
か
ゆ行

初は

る春
の
老
ひ
会

	

台
町
四
丁
目
相
生
会　

�

清
水
あ
や
子

◆
第
８
支
部
◆

足
腰
が
痛
し
と
嘆
く
婆ば
ば

達
は

四
、五
分
ス
タ
ー
踊
り
子
と
な
り

	

中
野
西
三
青
葉
会　

�

三
堀
つ
や
子

亡
き
夫つ

ま

の
本
く
り
た
れ
ば
数
枚
の

我
拾
い
来
し
紅
葉
の
あ
り
ぬ

	

中
野
西
三
青
葉
会　

�

原　

加
津
子

◆
第
９
支
部
◆

初
制
服
ネ
ク
タ
イ
の
締
め
方
を
孫
に
問
わ
れ

何
度
も
直
し
ま
ご
つ
く
ジ
イ
ジ

	

石
川
友
和
会　

�

加
藤　

勝
喜

富
士
の
山
峰
の
白
雪
う
ち
と
け
て

裏
の
野
山
に
春
の
お
と
ず
れ

	

石
川
友
和
会　

�

長
谷
川
京
子

母
を
偲
び
師
を
思
い
て
五
十
年

今
日
も
我
は
民う
た
い謡
お
り

	

石
川
友
和
会　

�

井
田　

利
行

星
空
に
今
日
の
健
康
感
謝
し
て

明
日
の
良
き
日
を
願
い
て
歩
く

	

石
川
友
和
会　

�

内
田　

光
夫

冬
の
朝
少
し
明
り
て
山や

ま
ひ
だ襞

に

紫
立
ち
た
る
多
摩
の
山や
ま
な
み脈

	

大
和
田
第
二
楽
友
会　

�

元
井　
　

弘

◆
第
11
南
支
部
◆

散
り
て
な
ほ
最
後
の
紅
く
れ
な
い

放
ち
い
る
い
ろ
は
楓
を
拾
い
て
帰
る

	

上
館
む
つ
み
会　

�

森
本
た
み
子

ハ
イ
キ
ン
グ
嶺
々
つ
づ
く
高
尾
山

頑
張
る
勇
気
歩
数
気
に
し
て

	

榛
名
福
寿
会　

�

宮
野　

光
夫

黄
の
カ
ン
ナ
先
妻
の
花
ま
だ
庭
に

力
強
き
葉
見
守
ら
れ
て
い
る

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会　

�

長
崎　

桂
子

子
供
ら
の
通
学
見
守
る
我
等
に
は

ご
苦
労
さ
ん
の
声
か
け
う
れ
し

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会　

�

瀧　

紘
太
郎

初
日
の
出
の
ぼ
る
朝
日
の
あ
た
た
か
く

む
か
え
る
春
に
喜
び
わ
く

	

狭
間
福
楽
会　

�

鈴
木　

長
一

裏
庭
の
落
葉
掻
き
よ
せ
蕗
の
と
う

現あ
ら

わ
て
来
し
み
ど
り
や
さ
し
き

	

狭
間
福
楽
会　

�

赤
嶺
百
合
子

納
ま
り
た
ま
え
鎮
ま
り
た
ま
え
地
の
神
様
よ

能
登
助
け
よ
う
全
国
挙
げ
て

	

狭
間
福
楽
会　

�
大
屋　

信
一
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
13
支
部
◆

水
仙
の
球
根
埋
め
し
庭
隅
を

穿
る
雀
の
三
羽
四
羽
お
り

	

美
山
町
寿
会　

�

陣
内　

由
晴

テ
レ
ビ
か
ら
藤
井
聡
太
の
お
年
玉

無
敵
の
覇
者
は
何
処
ま
で
走
る

	

唐
松
明
生
会　

�

稲
田　

知
司

元
日
に
テ
レ
ビ
に
う
つ
る
能
登
地
震

十
日
過
ぎ
た
り
雨
や
雪
に
も

	

唐
松
明
生
会　

�

藤
本　

洋
子

◆
第
14
支
部
◆

認
知
検
技
能
検
査
突
破
し
て

め
で
た
く
合
格
最
後
は
更
新

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

福
富
喜
代
男

妻
亡
く
し
悲
し
み
の
り
こ
え

今
日
も
輪
投
げ
に

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

髙
野　

幸
雄

庭
先
に
す
ず
め
一
羽
チ
ヨ
ン
と
来
て

仲
間
を
呼
ぶ
か
続
い
て
一
羽

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

髙
野
カ
ズ
子

公
園
の
青
葉
の
天
井
見
上
げ
れ
ば

蝉
し
ぐ
れ
に
夢
ご
こ
ち

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

酒
井　

ト
ミ

シ
ク
ラ
メ
ン
花
茎
の
萎
れ
立
ち
直
る

水
遣
り
効
果
す
ぐ
現
わ
れ
て

	

第
７
若
葉
会　

�

中
村　

正
夫

卒
寿
す
ぎ
白
髪
か
く
し
て
若
く
見
せ

シ
ニ
ア
の
輪
な
げ
出
か
け
楽
し
む

	

第
７
若
葉
会　

�

金
子
ヨ
シ
子

夕
立
が
ぱ
っ
と
過
ぎ
去
り
東
の
空
に

あ
れ
を
ご
覧
と
虹
の
橋

	

第
７
若
葉
会　

�

田
中
佐
亀
三

足
萎
え
の
上
を
向
せ
る
さ
く
ら
旅

少
し
遠
出
も
心
弾
み
ぬ

	

楠
木
ク
ラ
ブ　

�

田
中　

孚
子

◆
第
16
東
支
部
◆

春
の
日
を
早
く
来
る
こ
と
願
い
つ
つ

胸
ふ
く
ら
ま
せ
心
大
き
く

	

長
沼
み
の
り
会　

�

飯
島　

正
一

ト
ラ
ン
プ
で
祖じ

じ父
祖ば

母ば

ミ
ス
ッ
テ
お
開
き
よ

ミ
カ
ン
甘
酒
家
族
の
笑
顔

	

長
沼
み
の
り
会　

�

東
海
林
文
子

新
年
を
地
震
津
波
で
虚
を
つ
か
れ

被
害
少
な
き
を
祈
る
元
旦

	

絹
一·

フ
レ
ン
ド　

�

久
保　

悠
治

初
め
て
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
姉
か
ら
の

変
ら
ぬ
メ
ー
ル
痛
い
辛
い
と

	

第
一
豊
寿
会　

�

権
瓶　

敦
子

耐
え
る
し
か
無
い
こ
と
も
あ
る
初
春
に

逝
き
し
人
ら
に
心
塞
が
れ

	
第
二
豊
寿
会　

�

岡
野
ま
さ
子

◆
第
16
西
支
部
◆

春
異
変
桜
の
開
花
早
す
ぎ
て

子
供
や
孫
の
入
学
さ
み
し

	

小
比
企
寿
会　

�

青
木　

典
子

裏
金
の
説
明
責
任
誰
も
せ
ず

そ
の
金
す
べ
て
待
っ
て
る
能
登
へ

	

小
比
企
寿
会　

�

平
澤　

進
二

◆
第
18
支
部
◆

春
を
待
つ
木
々
は
芽
吹
く
も
ま
だ
マ
ス
ク

手
か
え
品
か
え
コ
ロ
ナ
滅
び
ず

	

松
木
福
寿
会　

�

大
窪　

哲
哉
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

 　

川　

柳

◆
第
２
支
部
◆

あ
な
嬉
し
今
日
も
絵
筆
に
命
懸
け

	

平
岡
い
き
い
き
ク
ラ
ブ　

�

小
林　
　

晃

◆
第
４
支
部
◆

雪
情
報
テ
レ
ビ
は
皆
ん
な
八
王
子

	

一
楽
会　

�

小
山　

寿
徳

◆
第
８
支
部
◆

あ
れ
私
何
し
に
此
処
へ
今
来
た
の

	

中
野
西
三
青
葉
会　

�
三
堀
つ
や
子

迷
っ
た
が
染
め
て
良
か
っ
た
若
い
顔

	

中
野
西
三
青
葉
会　

�

原　

加
津
子

◆
第
９
支
部
◆

齢と
し

嵩か
さ

ね
礼
服
の
出
番
は
白
か
ら
黒
へ

	

石
川
友
和
会　

�

加
藤　

勝
喜

政
治
家
は
汚
い
金
と
逃
げ
回
わ
り

	

石
川
友
和
会　

�

井
田　

利
行

愛
犬
に
早
く
歩
け
と
せ
か
さ
れ
る

	

石
川
友
和
会　

�

内
田　

光
夫

◆
第
11
南
支
部
◆

物
価
高
割
引
シ
ー
ル
先
に
み
る

	

上
館
む
つ
み
会　

�

森
本
た
み
子

ケ
ー
ブ
ル
で
紅
葉
あ
ざ
や
か
高
尾
山

	

榛
名
福
寿
会　

�

宮
野　

光
夫

朝
散
歩
帰か

え
りの

袋
ゴ
ミ
の
山

	

榛
名
福
寿
会　

�

岩
下　
　

勇

目
を
と
じ
て
見
上
げ
る
空
に
妻
の
星

	

榛
名
福
寿
会　

�

佐
藤
健
二
郎

散
歩
中
川
柳
つ
ぶ
や
き
元
気
出
る

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会　

�

下
枝
美
穂
子

テ
レ
ビ
よ
り
俳
句
の
教
え
聞
き
流
し

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会　

�

布
川　

正
子

◆
第
11
北
支
部
◆

新
市
長
は
や
災
害
で
駅
に
立
つ

	

散
田
東
町
朗
友
会　

�

内
田　

照
代

少
子
化
を
な
に
す
る
者
ぞ
シ
ニ
ア
会

	

中
散
田
寿
康
会　

�

角
田　

憲
夫

待
ち
わ
び
し
輪
島
の
朝
市
梅
一
輪

	

中
散
田
寿
康
会　

�

設
楽　

依
子

い
い
か
げ
ん
貴
方
わ
か
る
の
丁
度
良
い

	

中
散
田
寿
康
会　
　

�

秋
山
実
千
代

浅
川
の
散
歩
が
似
合
う
老
夫
婦
今
は
思
い
出

	

中
散
田
寿
康
会　

�

鈴
木
て
る
子

◆
第
13
支
部
◆

兄
百
寿
弟
傘
寿
で
祝
い
酒

	

美
山
町
寿
会　

�

陣
内　

由
晴

◆
第
14
支
部
◆

時
期
き
た
る
“
チ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
”
は
あ
わ
て
咲
く

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

福
富
喜
代
男

横
綱
が
勝
っ
た
と
新
聞
大
見
出
し

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

髙
野　

幸
雄

俺
お
れ
の
来
世
は
狐

き
つ
ね

狸た
ぬ
きか

も

	

第
７
若
葉
会　

�

中
村　

正
夫

◆
第
16
東
支
部
◆

１
０
０
年
時
代
命
伸
び
る
も
財
布
続
か
ず

	

絹
一·

フ
レ
ン
ド　

�
久
保　

悠
治
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
16
西
支
部
◆

時
間
で
す
目
だ
け
起
き
て
る
寒
い
朝

	
上
小
比
企
山
王
会　

�

高
野　

和
子

箱
根
路
を
能
登
へ
届
け
と
快
走
す

	

小
比
企
寿
会　

�

林　
　

直
吉

羽
田
事
故
指
令
改
善
早
急
に

	

小
比
企
寿
会　

�

有
賀　

豊
秋

能
登
の
ゆ
れ
港
が
突
然
陸
に
な
る

	

小
比
企
寿
会　

�

小
林　

宮
子

能
登
地
震
旅
の
思
い
出
打
ち
流
す

	

小
比
企
寿
会　

�

丹
木
キ
ヨ
子

早
す
ぎ
る
雨
あ
め
降
っ
て
涙
だ
声

	

小
比
企
寿
会　

�
内
田　

尚
行

◆
第
18
支
部
◆

カ
ラ
オ
ケ
で
マ
ス
ク
付
け
た
り
は
ず
し
た
り

	

松
木
福
寿
会　

�

大
窪　

哲
哉
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

い
ち
ょ
う
は

　
　
公
園
の
手
品
師

第
11
南
支
部
　

め
じ
ろ
台
第
三
む
つ
み
会

松

原

清

志

第
11
南
支
部
　

榛
名
福
寿
会

岩

下

　

勇

古
代
　
大
賀
ハ
ス

八
・
シ
ニ
ア
連

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

夕
暮
れ
の
小
倉
橋

第
11
南
支
部
　

榛
名
福
寿
会

佐

藤

健

二

郎

水
ぬ
る
む

第
11
南
支
部
　

狭
間
福
楽
会

鈴

木

長

一
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

　

八
王
子
北
西
部
に
位
置
す
る
当
会
は

秋
川
街
道
の
新
小
峰
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
あ
き
る
野
市
に
な
り
ま
す
。
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
は
町
会
の
下
部
組
織
で
会
館

を
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
町
会
に
は
４
、５
年

前
ま
で
は
す
べ
て
の
住
民
が
会
員
登
録

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
ち
ら
ほ
ら

と
町
会
を
抜
け
る
人
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
当
ク
ラ
ブ
も
60
歳
に
な
っ
た
ら
、

ほ
ぼ
自
動
的
に
加
入
し
て
い
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
定
年
の
延
長

な
ど
の
影
響
も
あ
り
そ
の
年
齢
に
な
っ

て
も
未
加
入
者
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
会
員
数
が
減
少
し
て
き

て
い
る
た
め
、
役
員
に
な
る
順
番
が
早

く
な
り
、
役
員
に
な
る
こ
と
を
嫌
っ
て

会
員
に
な
ら
な
い
人
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
市
街
化
調

整
区
域
の
た
め
新
た
に
家
が
建
た
な
い

の
で
人
口
の
減
少
に
よ
り
会
員
の
逝
去

な
ど
で
会
員
数
が
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
現
在
の
会
員
数
は
70
名
で
世
帯
数

は
50
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の

平
均
年
齢
は
79
歳
と
か
な
り
高
齢
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
会
員
増
強
の
た
め
年

２
回
会
員
募
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
老
後
を
皆
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
と
の
誘
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
ビ
ラ
を
見
て
加

入
し
て
き
た
人
は
い
ま
せ
ん
。
最
近
の

傾
向
な
の
か
皆
で
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

の
喜
び
を
持
て
な
い
た
め
な
の
か
今
一

つ
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
は
会
員
が
増
え
な
い
こ
と
を

嘆
く
よ
り
現
在
活
動
し
て
い
る
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り

一
人
で
も
会
員
に
な
り
た
い
と
思

い
、
加
入
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
本

当
の
意
味
で
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会

員
増
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
頻
繁
に
活
動
内
容
を
町
民
に
知

ら
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

掲
載
し
た
写
真
は
つ
い
最
近
、
頭

の
活
性
化
に
役
立
つ
よ
う
に
皆
で
ブ

ロ
ッ
ク
ス
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子
を
写
し
た
も
の
で
す
。現
在
、

主
に
活
動
し
て
い
る
の
は
運
動
系
で
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

で
す
。
文
科
系
で
は
ス
コ
ッ
プ
三
味
線

と
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
ま
た
、
年
４
回
の

懇
親
会
の
前
に
高
齢
者
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
介
護
の
知
識
や
駐
在
さ
ん

に
よ
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
に
騙
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
方
法
な
ど
の
講
習
会

を
お
願
い
し
て
少
し
で
も
必
要
が
生
じ

た
時
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

長
寿
社
会
に
突
入
し
た
現
在
、
頭
も
活

性
化
し
て
で
き
る
だ
け
元
気
に
、
自
分

の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
、
生

活
で
き
る
よ
う
に
こ
の
福
寿
会
が
少
し

で
も
役
に
立
つ
よ
う
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
13
支
部

こ
れ
か
ら
の
会
の
運
営
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
会
の
運
営
に
つ
い
て

上
川
福
寿
会
　
会
長
　
白
崎
　
　
順

ブ ロ ッ ク ス ゲ ー ム
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

　

私
た
ち
の
住
ま
う
館
ヶ
丘
団
地
は
八

王
子
の
南
西
部
、
高
尾
山
に
連
な
る
丘

陵
地
に
あ
り
、
町
田
市
と
接
す
る
地
域

に
あ
り
ま
す
。
団
地
は
日
本
住
宅
公
団

（
現
UR
都
市
機
構
）
に
よ
り
開
削
し
て

建
設
さ
れ
、
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

３
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
50
年
ほ
ど
経
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
少
し
集
約
さ
れ
て
５
階
か
ら
高
層
階

を
含
め
て
33
棟
２
４
０
０
戸
を
擁
す
る

大
規
模
団
地
で
す
。

　

住
環
境
は
い
ま
だ
に
自
然
の
木
立
も

残
さ
れ
て
お
り
、
俯
瞰
す
れ
ば
あ
た
か

も
森
の
中
に
建
物
が
林
立
し
て
い
る
様

相
が
見
て
と
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
大

き
な
公
園
も
あ
れ
ば
随
所
に
遊
具
を
備

え
た
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
運
動

公
園
が
あ
り
、
周
辺
に
は
桜
、
藤
、
紫

陽
花
な
ど
が
植
樹
さ
れ
て
四
季
折
々
の

草
花
が
観
賞
で
き
て
散
策
に
は
最
適
の

場
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
活
環
境
と
し
て
は
団
地
内
に
保
育

園
や
小
中
一
貫
校
が
あ
り
、
子
育
て
世

代
に
適
し
、病
院
、郵
便
局
、ス
ー
パ
ー

店
舗
、
駐
在
所
や
シ
ニ
ア
向
け
健
康
相

談
室
も
あ
り
ま
す
。
他
の
市
街
地
と
遜

色
な
く
施
設
は
整
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
利
便
性
と
快
適
、
安
心
、
安
全

の
生
活
が
送
れ
ま
す
。
遠
出
す
る
際
に

は
、
最
寄
り
の
高
尾
駅
へ
バ
ス
が
日
中

で
も
10
分
ご
と
に
運
行
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
中
央
線
や
京
王
線
へ
ア
ク
セ
ス
で

き
て
通
勤
、
通
学
ま
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

も
便
利
で
す
。
車
利
用
の
場
合
に
は
圏

央
道
高
尾
山
口
ま
で
５
分
と
近
く
旅
行

や
レ
ジ
ャ
ー
に
も
最
適
で
す
。

　

入
居
か
ら
50
年
も
経
て
ば
子
は
巣
立

ち
、
少
子
化
と
高
齢
化
が
進
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
現
在
の
団
地
の
人
口
調
査
に

よ
れ
ば
総
人
口
２
８
０
０
人
中
14
歳
以

下
が
70
名
（
２
・
５
％
）、
65
歳
以
上
が

１
６
７
０
名
（
59
・
５
％
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
子
育
て
世
代
が
い
か
に
少

な
い
か
を
如
実
に
表
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
世
代
の
住
宅
事
情
に
つ
い
て
は
、

以
前
ど
こ
か
の
議
員
が
養
育
費
分
を
減

額
し
た
賃
貸
に
よ
る
入
居
募
集
を
話
題

に
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
館
ヶ
丘
銀
星

会
は
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
設
立
で

す
の
で
、
40
年
を
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
設
立
以
来
の
会
員
で
あ
る
一

人
の
女
性
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て

て
、
そ
の
来
し
方
な
ど
回
想
し
て
い
き

ま
す
。

　

下し
も

町ま
ち

チ
ヨ
（
仮
名
）
さ
ん
は
娘
さ
ん

と
の
２
人
暮
ら
し
で
、
す
で
に
米
寿
を

過
ぎ
て
も
会
の
活
動
に
は
常
に
参
加
す

る
ほ
ど
で
、
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
元
気

で
嫌
味
が
な
い
か
ら
、
み
ん
な
か
ら
は

「
お
チ
ヨ
さ
ん
」
と
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
。
彼
女
は
歴
代
の
会
長
の
名
前

を
覚
え
て
い
て
、
思
い
出
を
話
す
く
ら

い
だ
か
ら
記
憶
力
も
良
い
。
舞
踊
と
カ

ラ
オ
ケ
も
好
き
で
、
特
に
カ
ラ
オ
ケ
で

は
「
武
田
節
」
や
「
無
法
松
の
一
生
」

な
ど
男
唄
が
得
意
で
心
地
よ
く
歌
え

る
。
第
11
南
支
部
主
催
の
「
い
ち
ょ
う

ホ
ー
ル
」
に
お
け
る
芸
能
大
会
に
は
、

毎
年
舞
踊
と
合
唱
の
部
に
出
演
し
て
い

て
、
晴
れ
舞
台
の
場
数
も
幾
度
と
な
く

踏
ん
で
い
る
。

　

ま
た
旅
行
も
好
き
で
、
あ
る
年
、
２

回
目
の
一
泊
旅
行
に
参
加
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
娘
か
ら
「
お
母
さ
ん
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
が
責
任
を
持
て
ま
せ

ん
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
か
ら
や
め

て
く
だ
さ
い
」と
懇
願
さ
れ
た
。「
フ
ン
、

患
者
が
1
人
減
る
か
ら
じ
ゃ
ろ
う
が
」

と
心
の
中
で
悪
態
を
つ
い
た
が
、
寄
る

年
波
か
と
観
念
し
つ
つ
「
今
回
は
や
め

第
11
南
支
部

自
転
車
タ
ク
シ
ー
で
お
出
か
け

自
転
車
タ
ク
シ
ー
で
お
出
か
け

館
ヶ
丘
銀
星
会
　
会
長
　
川
本
　
義
明
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

て
お
く
か
ら
祝
儀
だ
け
は
届
け
て
お
い

て
お
く
れ
」
と
気き
っ
ぷ風
も
い
い
。

　

た
し
か
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
、
商
店
街

主
催
の
８
月
夏
祭
り
の
盆
踊
り
で
は
奇

禍
に
遭
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
年
甲
斐
も

な
く
櫓
の
上
に
あ
が
っ
て
「
踊
り
は
腰

と
脚
で
踊
る
も
ん
じ
ゃ
い
」
と
得
意
満

面
だ
っ
た
が
、
一
瞬
の
間
に
奈
落
に
落

ち
た
の
だ
っ
た
。
地
上
の
輪
踊
り
の
最

中
に
走
り
回
る
子
ど
も
に
ぶ
つ
か
り
、

顔
面
か
ら
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
。「
こ

れ
は
し
く
じ
っ
た
」
と
思
っ
た
が
遅
き

に
失
し
、
近
く
に
い
た
「
ふ
ら
っ
と
相

談
室
」
の
人
が
救
急
車
を
手
配
し
て
く

れ
て
、
そ
の
ま
ま
近
隣
の
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
運
ば
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。

　

幸
い
大
事
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
案
の
定
娘
に
は
叱
ら
れ
る
始
末

で
「
今
度
転
ん
だ
ら
た
だ
じ
ゃ
済
み
ま

せ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
以
来
出

か
け
る
と
き
に
は
自
転
車
タ
ク
シ
ー
の

利
用
を
約
束
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

自
転
車
タ
ク
シ
ー
と
は
、
電
動
自
転

車
に
運
転
手
と
客
が
相
乗
り
で
き
る
よ

う
に
改
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
団

地
で
は
自
治
会
と
ふ
ら
っ
と
相
談
室
と

共
同
で
運
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
高

齢
者
に
と
っ
て
坂
道
の
多
い
団
地
内
で

は
重
宝
な
乗
り
物
で
あ
る
。
利
用
者
に

と
っ
て
は
商
店
街
か
ら
自
宅
の
戸
口
ま

で
歩
く
こ
と
な
く
運
ん
で
く
れ
る
の
で

楽
で
あ
る
。
チ
ヨ
さ
ん
は
、
最
初
は
人

の
目
を
気
に
し
て
気
恥
ず
か
し
か
っ
た

が
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
乗
っ
て
い
く
道

す
が
ら
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
景
色

に
出
会
っ
た
り
、
ひ
と

り
胸
は
ず
む
高
揚
感
が

あ
っ
て
、
ラ
ジ
カ
セ
が

付
い
て
い
れ
ば
男
唄
の

一
節
で
も
唸
り
た
く
な

る
気
分
で
あ
る
。

　

最
近
で
は
ベ
ッ
ド
の

上
に
横
に
な
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
追
憶
の
中

に
浸
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
昔
、
年
の
瀬
に
は
み

ん
な
と
一
緒
に
臼
で
つ

い
た
餅
を
食
べ
た
と
き

は
や
わ
ら
か
く
て
、
歯

が
な
い
自
分
で
も
お
い

し
く
喉
ご
し
よ
く
食
べ

ら
れ
た
と
か
、
カ
ラ
オ

ケ
で
は
、
目
が
か
す
ん

で
き
て
画
面
の
歌
詞
が

見
づ
ら
い
と
き
、
み
ん

な
が
横
で
教
え
て
く
れ

た
こ
と
な
ど
。
銀
星
会

の
み
ん
な
と
遊
ん
だ
り

笑
っ
た
り
、
親
切
に
し

て
も
ら
っ
た
り
と
、
チ
ヨ
さ
ん
の
思
い

出
は
い
つ
ま
で
も
尽
き
な
い
こ
の
頃
で

あ
り
ま
す
。

（
こ
の
回
想
シ
ー
ン
は
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
す
）

館ヶ丘団地と小中一貫校
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

○
広
告
掲
載
の
御
礼

　
こ
の
会
報
は
、
制
作
・
印
刷
を
行
う
㈱
ニ

チ
コ
ミ
が
広
告
の
協
賛
（
本
文
中
は
除
く
）

を
得
て
い
ま
す
。

　
広
告
協
賛
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
対
策
な
ど
は
終
息
し
て
ク
ラ
ブ
活

動
も
平
常
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

正
月
明
け
の
「
能
登
半
島
地
震
」
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
復
旧
へ
の
歩

み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
号
は
例
年
通
り
の
文
芸
作
品
特

集
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
か
ら
俳

句
で
79
句
、
短
歌
で
37
句
、
川
柳
で

30
句
で
、
合
計
１
４
６
句
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し

て
の
文
芸
作
品
は
、「
そ
う
だ
ね
！
」

「
そ
の
通
り
！
」「
ウ
ン
ウ
ン
」
な
ど

と
共
感
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
特

集
号
の
意
義
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
宮
下
）

編
集
後
記

トピックス 徳川の歴史に触れて
コロナ禍で中断していた研修旅行が令和５年 10月 18 日（水）に開催され、場所
は静岡市歴史博物館（家康公資料）と徳川慶喜の別邸「浮月楼庭園」散策でした。
会報 162号では２号車の方々だけでしたので、１号車参加の皆様を掲載します。

研 修 旅 行 １ 号 車 の 皆 様
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